
１．（    ）内に最も適切な言葉を一つ選択して、以下の文章を完成させよ。 
 １）建設工事現場では、施工計画・施工管理を行う技術者と（   ）に従事する技能労働者

が生産活動を担っている。 
   イ、安全管理 ロ、工程管理 ハ、直接施工 ニ、現場管理 
 
 ２）基幹技能者は、（    ）を結ぶ中核的役割を担う。 
   イ、会社と現場 ロ、発注者と現場 ハ、技術と技能 ニ、工期と技能 
 
 ３）基幹技能者には、（    ）に配慮した他の職長との連絡・調整する能力が求められる。 
   イ、工期・工程  ロ、前工程・後工程 ハ、品質・安全 ニ、工期・原価  
 
 ４）基幹技能者は、的確な（     ）を有し、客観的な観点から結論を導き出すことが出

来る。 
   イ、分析力と折衝力 ロ、分析力と施工力 ハ、分析力と管理力 ニ、分析力と判断力 
 
 ５）基幹技能者は、常に（    ）に努め、チーム全体の範とならなければならない。 
   イ、自己の革新 ロ、技能の革新 ハ、技術の革新 ニ、部下の革新 
 
 ６）二つ以上の都道府県に営業所を設けて建設業を営業しようとする者は、（   ）の許可 
   が必要である。 

イ、内閣総理大臣 ロ、国土交通大臣 ハ、都道府県知事 ニ、総務大臣 
 
 ７）一般建設業には、許可を受けようとする建設業に係わる建設工事について、営業所ごとに

（    ）以上の実務経験を持つ技術者を専任で置かなければならない。 
   イ、５年 ロ、７年 ハ、１０年 ニ、１５年 
 
 ８）元請人は、下請け工事が完了した旨の通知を受けたときは、（    ）に検査をしなけ

ればならない。 
   イ、１０日以内 ロ、１５日以内 ハ、２０日以内 ニ、３０日以内 
 
 ９）建設業者は、元請けであっても下請けであっても建設工事を施工するときには、すべて工

事現場に（     ）を置かなければならない。 
   イ、職長 ロ、主任技術者 ハ、監理技術者 ニ、監督者 
    
 １０）建設業許可を必要としない軽微な建設工事とは、建築一式工事以外の工事にあっては、

工事一件の請負金額が、（     ）未満をいう。 
   イ、３００万円 ロ、５００万円 ハ、７００万円 ニ、１，０００万円 
 
 １１）建設工事には、（   ）の種類があり、建設業許可における種類に対応している。 
   イ、８ ロ、１８ ハ、２８ ニ、３８ 
 
 １２）建設業の事業者は、（    ）を越える事業場ごとに、統括安全衛生管理者を選ばな

ければならない。 
   イ、５０人 ロ、１００人 ハ、１５０人 ニ、２００人 
 
 １３）事業者が労働者を雇い入れたときは、従事する業務の（     ）を行わなければな

らない。 
   イ、施工管理教育 ロ、工程管理教育 ハ、原価管理教育 ニ、安全衛生教育 



 １４）施工管理とは、工事施工の計画及び管理を総称したもので、工事を施工するための

（      ）を選定し、これを合理的に活用して所期の目的を達成することである。 
   イ、施工手段 ロ、管理手段 ハ、作業要領書 ニ、設計図書 
 
 １５）建設工事の工程管理は、（    ）に基づいて、最も合理的で経済的な工程を決定し、

統制する機能をいう。 
   イ、契約書 ロ、設計図書 ハ、施工計画 ニ、作業手順書 
 
 １６）安定型最終処分場で処理できる廃棄物は、廃プラスチック類、（      ）コンク

リートくず及び陶磁器くず、がれき類である。 
イ、ゴムくず、金属くず、ガラスくず、  ロ、ゴムくず、金属くず、木くず、 
ハ、ゴムくず、金属くず、繊維くず、   ニ、ゴムくず、金属くず、紙くず、 

 
 １７）作業手順書は、正しい作業の進め方の順序を記しており、（        ）及び品 
    質面から見た作業のやり方を示したものである。 

イ、安全衛生、作業能率 ロ、安全衛生、利益確保 ハ、安全管理、工期管理 
ニ、安全衛生、工程管理 

 
 １８）基本工程表は、工事の主要な（    ）区分して施工順序を組合せ、全体の工期が分

かるように作成したものである。 
   イ、工期ごとに ロ、工程ごとに ハ、工種ごとに ニ、品質ごとに 
 
 １９）工事施工のための設計図と、図面上に表示しにくい材料の品質・規格・施工要領などを

詳しく定めた仕様書を、（     ）という。 
   イ、施工要領書 ロ、設計図書 ハ、標準仕様書 ニ、作業標準 
 
 ２０）企業が社会的に存立するためには、利益と（      ）の三要件を同時に満たさな

ければならない。 
   イ、従業員の幸福と企業の繁栄 ロ、従業員の幸福と社会的貢献 
   ハ、従業員の幸福と社会的責任 ニ、従業員の幸福と環境対応 
 
 ２．以下の記述のうち、最も不適切なものを選択せよ。 
 ２１）イ、基幹技能者は、一連の作業の流れについて高度に処理する能力を有す。 

ロ、基幹技能者には、現場の状況に応じた工程管理等の提案・調整等が求められる。 
ハ、基幹技能者は、現場の作業を効率的に進めるため、技能者の適切な配置、作業方法

や作業手順等の検討が求められる。 
ニ、基幹技能者は、一般技能者の施工に係わる指示・指導が求められる。 

 
 ２２）イ、基幹技能者は、技術者や部下との調整能力が求められている。 

ロ、基幹技能者は、施工技術に係わる基本的知識を有していなければならない。 
ハ、基幹技能者は、工事の各作業工程を通じて、的確に施工管理を行うことができなけ

ればならない。 
ニ、基幹技能者は、安全管理に関する基本的な知識を有していなければならない。 
 

 ２３）イ、発注者から直接工事を請け負い、かつ３，０００万円以上を下請け契約しようとす

る者は、一般建設業許可が必要である。 
    ロ、一般建設業には、許可を受けようとする建設業に係わる建設工事について、営業所

ごとに高校等の指定学科卒業後５年以上の実務経験者が必要である。 



    ハ、現場代理人の選任等の通知は、必ず書面で行わなければならない。 
    ニ、建設業者は、請け負った建設工事を一括して他人に請け負わせてはならない。 
 
 ２４）イ、主任技術者は、公共性のある工作物に関する重要な工事（請負代金額が２，５００

万円以上）については、工事現場ごとに専任でなければならない。 
ロ、監理技術者は、公共性のある工作物に関する重要な工事（請負代金額が２，５００

万円以上）については、工事現場ごとに専任でなければならない。 
ハ、特定建設業者が、元請けとなって直接建設工事を請け負った場合、３，０００万円

以上を下請けに出すときは、主任技術者を置かなければならない。 
ニ、建設業者等が法律の規定に違反した場合などは、国土交通大臣は必要な指示や営業

の停止を命ずることが出来る。 
 

 ２５）イ、労働者が常時１０人以上５０人未満の事業場では、建設業は安全衛生推進者を選ば

なければならない。 
ロ、元方安全衛生管理者に必要な資格は、大学あるいは高専の理化学系卒業後３年以上

の安全衛生実務担当者であること。 
ハ、同一場所で、元請けと下請けを合わせて常時５０人以上の労働者が混在する工事現

場では、統括安全衛生管理者を選ばなければならない。 
ニ、労働者が常時５０人以上の事業所では、安全委員会及び衛生委員会を設けなければ

ならない。 
  
 ２６）イ、建設工事の設計は、その目的とする構造物の形状、寸法、機能や出来映えを規定す 

る重要な機能である。 
ロ、建設工事の合理化とコスト・ダウンを図るためには、設計と施工との間に十分な連

絡と協調をしながら工事を進めることが必要である。 
ハ、建設工事の施工計画は、設計図及び工事仕様書などに基づいて築造物を、どのよう

な方法によって工事を施工するかを決定することである。 
    ニ、施工計画を立てるには、まず工事の設計図書、仕様書などを十分に理解するととも 

に、施工現場を調査しておかなければならない。 
 

 ２７）イ、品質管理は、日常の作業管理によって品質を維持し、作業の改善を行うことにより 
品質の向上を図ることである。 

ロ、施工計画にあたっては、各工種ごとに品質管理の方法を具体的に定める必要がある。 
ハ、品質管理を的確に行うことにより、設計図や仕様書に示された品質規格に合格する

建設物を経済的に造ることができる。 
ニ、品質管理における最も効果的な手段は、作業手順書を完備し、これを的確に守るこ

とである。 
 
 ２８）イ、建設副産物には、土砂、コンクリートの塊、アスファルト・コンクリートの塊が再 

生資源に指定されている。 
    ロ、元請け業者が産業廃棄物の処理を委託する場合は、廃棄物処理法に規定する委託基 

準を遵守しなければならない。 
ハ、元請け業者は、産業廃棄物の運搬については産業廃棄物収集運搬業者と、処分につ

いては産業廃棄物処理業者と、それぞれ一括契約することができる。 
ニ、元請け業者が産業廃棄物を排出するときは、産業廃棄物管理票（マニフェスト）を

交付し、最終処分が完了したことを確認しなければならない。 
 
 



  ２９）イ、施工図には、躯体の細部の寸法、形状などを表し、施工の基本図となる施工計画

図がある。 
ロ、施工図には、仕上げ工事別の原寸納まりや施工順序を表す細部の原寸施工図があ

る。 
ハ、図面は、用紙の長手方向に置いた位置を正位とする。ただし、用紙の大きさがＡ

４以下の場合はこれによらなくてもよい。 
ニ、寸法とサイズの単位は原則としてミリメートルとし、単位記号をつけない。 
 

  ３０）イ、作業手順書は、職長などが中心となって作成するのが望ましい。 
ロ、作業手順とは、作業内容を主なステップに分解し、作業を進めるために最もよい 
  順序に並べ、ステップごとに急所を付け加えたものをいう。 
ハ．作業手順書は、一般の技能者に仕事を「安全で、正確に、早く」教えるために必

要なものである。 
ニ、作業手順書作成にあたっては、現場の実情にあったものとすることに留意する。 
 

  ３１）イ、工程管理は、図表化して各種の工程表を作成し、実施とその検討のための基準と

して使用する。 
ロ、工程図表は、基本工程表と部分工程表および細部工程表とに分けて呼ばれること

がある。 
ハ、工程表の様式には、横線式工程表・曲線式工程表・ネットワーク式工程表がある。 
ニ、横線式工程表には、バーチャートとグラフ式工程表がある。 
 

  ３２）イ、ネッワーク手法には、作業を矢線で表示するアロー型と作業を丸印で表示するサ

ークル型がある。 
ロ、アロー型ネッワークの作業（アクティビティ）の矢線は、作業が進行する方向に

示す。 
ハ、アロー型ネッワークの作業（アクティビティ）の内容は矢印の下に表示する。 
ニ、アロー型ネッワークの結合点（イベント）は、丸印で表され、作業の開始又は終

了点を表す。 
 

  ３３）イ、バーチャートは、横軸に日数を取るので、各作業の所要日数がわかる。 
ロ、バーチャートは、作業の流れが左から右へ移行するので、作業間の関連が把握で

きる。 
ハ、バーチャートは、工期に影響する作業がどれであるかを把握しやすい。 
ニ、バーチャートでの日程の割り振りには、順行法と逆算法、重点法がある。 

 
３４）イ、施工管理者は、いかにして実行予算の範囲内で工事を完成させるかに工夫を凝ら

すことが必要である。 
ロ、施工要領書は作業手順書に明示されていないもの、もしくは各種の事情により 

明示しにくいものについて記載説明するものである。 
ハ、仕様書には、その工事の標準的なことを記載した「標準仕様書」と、特にその工

事だけに限定した「特記仕様書」がある。 
ニ、設計図書に基づいて材料の数量や工数を算出する作業を「積算」という。 

 
  ３５）イ、純工事費とは、工事の特性や施工条件を考慮して、標準単価と積算数量を乗じて

所要金額を算出したものである。 
ロ、見積書とは、純工事費に必要な現場経費や一般管理費等の負担額、金利、それに

適正な利潤等も含めたものである。 



ハ、最終見積金額の算出は、経営者にとって重要な意思決定事項に属する。 
ニ、見積書は、工事費がいかに合理的であり、かつ適性であるかを発注者に納得して

もらうための説明書でもある。 
 

  ３６）イ、実行予算は、工事原価に該当する費用の明細を、可能な限り見積段階に予測して

作成するものである。 
ロ、工事の仕様や工程は、請負契約における絶対的条件であり、請負金額は発注者の

承認を受けた総枠としての工事費である。 
ハ、実行予算は、企業内の利益管理のための資料である。 
ニ、実行予算書の作成要領や書式などについては、特に定められたものがない。 
 

  ３７）イ、顧客満足とは、企業が提供する商品やサービスに、顧客が自らの基準による期待 
を満足して価値を見出すことである。 

ロ、建設業においては、顧客とは発注者、注文者であり、最終的にはエンドユーザー

である。 
ハ、顧客満足とは、設計時の顧客要望の反映や、施工時の作業の円滑さ、完成後のア

フターサービス等の対応など、質の高さが求められる。 
ニ、会社は、品質、安全、納入の三点をもとに競合している。 

 
  ３８）イ、質が好転すると、失敗および探知にかかる費用の削減によりコストが低減する。 

ロ、品質が好転すると、品質問題の減少により、失敗の調査に時間を浪費する必要が

なくなる。 
ハ、品質マネジメントシステムは、時間的にいうと、ある時点での組織そのものを表

している。 
ニ、製造工程で大切なことは、工程をしっかり維持して異常が出ないようにすること

と、異常が出た場合は時間をかけても原因を究明して処置することである。 
 

  ３９）イ、ＱＣ的問題解決法は、データに基づき工程を解析し、要因を取り除いていくこと 
である。 

ロ、問題には、顧客のクレームなど他から与えられる問題と、“よく考えたらこれは

問題だ、何とかしないと”という探さないと分からない問題がある。 
ハ、顧客から指摘される問題には、不良の発生、納期の遅れ、標準不履行、不安全行

為、書類の書き間違いなど、現場で大切な多くの問題がある。 
ニ、改善活動や問題解決の活動を行った後で、その活動成果を、データで根拠付けて

要領よくまとめるレポートの書き方を、サクセスストーリーと呼んでいる。 
 
  ４０）イ、労働災害の減少に伴い、目指す目標が「災害のない職場」から「より安全でより 

快適な職場」に変化した。 
ロ、会社経営は、従業員の犠牲の上に成り立つものではない。 
ハ、安全管理とは、事業の運営に伴う災害の絶無を期して、経営者が行う合理的、組

織的な一連の施策をいう。 
ニ、労働災害がひとたび発生すると、刑事責任、行政責任、民事責任、社会的責任の

四重責任が追及される。 
 

  ４１）イ、「本質安全」とは、作業する人に多少の不注意や行動の誤りがあっても、機械、 
設備、環境の側を、絶対に事故が起こらないようにすることである。 

ロ、安全衛生教育は、大別して安全衛生法に定められた法定教育と、それ以外の法定

外教育がある。 



ハ、健康診断の効果は、疾病等の兆候を早期に発見することが出来、健康障害を最

小限にくい止め、早期治療に結びつけることが出来ることである。 
ニ、これからの安全衛生は、事前管理から事後管理への移行であり、労働安全衛生

マネジメントシステムの中心になるのが、リスクアセスメントである。 
 

   ４２）イ、部下を納得させるためには、「優先順位」をつけたり、近くに呼んで指示する

とよい。 
ロ、部下に指示を出すときは、難しいことでも優しく伝えることが重要である。 
ハ、部下に指示を出すときは、自信を持って堂々と話したり、熱意を持って話すと

よい。 
ニ、部下に指示を出すときは、指示するテーマを十分に理解した上で、分かりやす

く簡略化して、時間をかけて話すとよい。 
 

   ４３）イ、ＯＪＴは、仕事そのものであり、片手間にとか暇があるから行うものではない。 
ロ、 ＯＪＴでは、部下に期待するレベルに合わせた目標を立てることが大切である。 
ハ、ＯＪＴを行ったから業績が低下した等の言い訳をしてはならない。 
ニ、ＯＪＴを進める上で重要なのは、教える相手に対して、何をどの程度教えるか

を把握した上で行うことである。 
 

   ４４）イ、調色は、色見本を見て使用する原色を選んだ後、量を多く添加するものから混

入していく。 
ロ、比色は、比較する２色の見本を並べ、直射日光に当たらない北側の窓際から５

０㎝くらい内部の明るい場所が最適である。 
ハ、塗料は、未乾燥の状態と乾燥した状態では、色調は異なって見える。 
ニ、一般的に、未乾燥状態から乾燥すると、色が薄くなる傾向がある。 

 
   ４５）イ、塗料の乾燥・硬化は、塗料を構成する樹脂の種類によって異なる。 

ロ、酸化重合塗料には、合成樹脂調合ペイントやフタル酸樹脂塗料などがある。 
ハ、酸化重合塗料を一度に厚塗りすると、表面のみ乾燥して塗膜内部が乾燥しない

ので注意が必要である。 
ニ、酸化重合乾燥は、塗膜が空気中の二酸化炭素（炭酸ガス）を吸収して酸化し、

さらに重合を伴なって硬化する。 
 

   ４６）イ、塗装後に塗膜の中央を指先で軽く触れて、粘着はあっても指先に塗料が付着し

ない程度の乾燥状態を、粘着乾燥という。 
ロ、塗装後に塗膜の中央を指先で静かに軽くこすって、塗膜にすり傷が付かない程

度の乾燥状態を、半硬化乾燥という。 
ハ、塗装後に塗膜の中央を親指と人差し指で強く挟んでも、塗面の中央を指先で急

速に擦っても塗面に傷が付かない乾燥状態を、硬化乾燥という。 
ニ、爪やナイフの刃で塗膜を剥がすのに非常に困難な乾燥状態を、完全乾燥という。 
 

   ４７）イ、塗料の乾燥・硬化は、温度・湿度の影響を受ける。 
ロ、自然乾燥形塗料の塗装に好ましい条件は、気温１５℃～３０℃、湿度８５％以

下である。 
ハ、自然乾燥形塗料の塗装できる条件をもう少し拡げると、気温５℃～４０℃、湿

度８５％以下である。 
ニ、気温５℃以下、湿度８５％以上の条件では、塗料の乾燥が大幅に遅れたり、白

化（ブラッシング）を起こしたりする。 



 
   ４８）イ、塗料の性状に関してＪＩＳに規定された試験には、容器の中での状態、粘度、

密度（比重）、分散度などがある。 
ロ、一般塗料の粘度測定には、ストーマー粘度計が用いられ、その数値は KU 値

で表される。 
ハ、吹付け材のような高粘度塗料の粘度測定には、B 形粘度計が用いられ、その数

値はポイズ（P）やセンチポイズ（ｃP）で表される。 
ニ、エアスプレーで塗装する低粘度塗料の粘度測定には、フローカップが用いられ、

その数値は分で表される。 
 
   ４９）イ、ＪＩＳ Ｋ５５５１のＡ種は、反応形エポキシ樹脂系さび止めペイントの標準

形で膜厚は約３０µｍである。 
ロ、ＪＩＳ Ｋ５５５１のＢ種は、反応形エポキシ樹脂系さび止めペイントの厚膜

形で膜厚は約６０µｍである。 
ハ、ＪＩＳ Ｋ５５５１のＣ種１号は、反応形変性エポキシ樹脂系さび止めペイン

トで膜厚は約３０µｍである。 
ニ、ＪＩＳ Ｋ５５５１のＣ種２号は、反応形変性ウレタン樹脂系さび止めペイン

トで膜厚は約６０µｍである。 
 

５０）イ、ＪＩＳ Ａ６９１６ 建築用下地調整塗材のセメント系下地調整材には、１

種と２種がある。 
ロ、ＪＩＳ Ａ６９１６ 建築用下地調整塗材のセメント系下地調整材１種は、

こて塗り、スプレー塗り、吹付け塗りなどを用いて、０．５㎜～１㎜程度の

厚さに塗付するタイプである。 
ハ、ＪＩＳ Ａ６９１６ 建築用下地調整塗材のセメント系下地調整材２種は、

こて塗り、スプレー塗り、吹付け塗りなどを用いて、１㎜～３㎜程度の厚さ

に塗り付けるタイプである。 
ニ、合成樹脂エマルション系下地調整塗材は、吹付け塗りやローラー塗りを用い

て、０．５㎜～１㎜程度の厚さに塗り付けるタイプである。 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  


